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東京都立図書館協議会第２６期第５回定例会 

平成２６年６月３０日（月） 

 

午後３時００分開会 

【近藤議長】  それでは、皆さん、こんにちは。本日は大変お忙しいところをお集まり

いただきまして、ありがとうございます。 

 ただいまから第２６期第５回東京都立図書館協議会を開催いたします。 

 それでは、事務局から配布資料の確認、情報公開等についてのご説明をお願いいたしま

す。 

【企画経営課長】  都立中央図書館、企画経営課長の田代でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 それでは、本日の委員の出欠についてご連絡いたします。本日は、ご都合により武山委

員と野末委員がご欠席です。定足数を満たしており、会は成立しております。よろしくお

願いいたします。 

 配布資料の確認をさせていただきます。 

 お手元に「定例会次第」というクリップどめがあるかと思いますが、会次第が１枚、配

布資料一覧が１枚、座席表が１枚、都立図書館幹部職員等名簿が１枚、協議会委員名簿が

１枚となっております。 

 資料のほうですが、Ａ４の資料１、「第２６期都立図書館協議会における協議状況につい

て」が１枚、資料２、Ａ３の「港区子ども読書活動推進計画（第２次）の概要」が１枚、

資料３、左側に「第二次読書のまち八王子推進計画の基本方針」が１枚、Ａ４で「全ての

子どもたちのための学校図書館を目指して」が１枚、折になっています青い資料で「平成

２６年度八王子市学校図書館サポート事業」が１部、「としょえもん」という資料が１つ、

次がＡ３のホッチキスどめの資料で、資料４、「読書活動の推進に向けた都立図書館の役割

について」が１部、次が資料５、「都立図書館協議会第２６期作業部会委員（案）」がＡ４

で１枚、それから参考資料１、参考資料２、以上でございます。 

 お手元に資料が足りない方がいらっしゃいましたら、お手数ですが、挙手をお願いいた

します。よろしいでしょうか。 

 なお、本日の資料につきましては、先日一部をお送りしておりますけれども、若干の修

正がございましたので、本日の資料をごらんいただきますようお願いいたします。 
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 次に、この会の情報公開についてご説明申し上げます。 

 当協議会におきましては、会議は原則として公開としております。会議の内容は、委員

のお名前を付して議事録を作成し、都立図書館のホームページ等により公開いたします。 

 本日の傍聴者は１名でございます。よろしくお願いいたします。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 それでは、議事に入る前に、本日の進行等について事務局から説明をお願いいたします。 

【企画経営課長】  議事に先立ちまして、このたび人事異動により着任いたしました幹

部職員についてご紹介いたします。 

 まず初めに、館長の廣瀬よりご挨拶申し上げます。 

【中央図書館長】  皆さん、初めまして。４月１日付で東京都立中央図書館長を拝命い

たしました廣瀬でございます。 

 図書館の仕事は初めてですけれども、社会教育施設であった青年の家の所長をやって以

来、久しぶりの都民サービス最前線の仕事ということで、とてもうれしく、広く都民に情

報を発信できる機能がある図書館は、特にやりがいのある仕事だなと感じています。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 まず、皆様には、公私ともにご多用の中、図書館協議会委員としてお引き受けいただき、

また、不安定な天候の中ご出席いただきまして、心より御礼申し上げます。 

 今期につきましては、「読書活動の推進に向けた都立図書館の役割について」をテーマと

いたしまして、これまで活発なご議論をいただいてきているところでございます。私自身

の経験になりますけれども、もっと若いときに本を読んでおけばよかったなと今になって

後悔しています。若いときはなかなか読書が人生の豊かなものになるという意識はもちろ

んなく、残念なことですけれども、仕方なくページを繰っていた気がしています。今はス

マホ時代、私はまだガラケーでやっていますけれども、アナログからデジタルまで、情報

が至るところにある中で、読書習慣を小さいときから身につけていくのは非常に難しいこ

とだと思っています。そういう中で、都立図書館の役割というところですけれども、ぜひ

皆様方のお知恵を結集していただき、さまざまな議論を賜りながら、読書活動の推進の特

効薬というよりは、むしろ中長期的な方策なり方向性を提言の中に盛り込んでいければと

思っているところです。 

 それから、本日、またご紹介をさせていただきますけれども、都立図書館は現在多摩図

書館の移転準備を進めております。皆様のご議論を新しい多摩図書館におけるサービスの
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展開にも反映させていただきたいと思っております。会期はこれから後半に入っていきま

すけれども、提言の取りまとめに向けて、改めまして皆様のご議論をお願いいたしまして、

簡単ではございますけれども、ご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

【企画経営課長】  続きまして、新たに着任いたしました幹部職員をご紹介いたします。 

 中央図書館管理部総務課長の清水宏でございます。 

【管理部総務課長】  清水です。総務局に３年間出ていまして、また戻ってきました。

懐かしい顔ぶれの方もいらっしゃいます。今後ともよろしくお願いいたします。 

【企画経営課長】  中央図書館サービス部資料管理課長の大野あゆみでございます。 

【サービス部資料管理課長】  大野でございます。よろしくお願いいたします。 

【企画経営課長】  最後になりましたが、私、事務局を務めさせていただきます、中央

図書館管理部企画経営課長の田代でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、本日の次第についてご説明いたします。 

 「第２６期東京都立図書館協議会第５回定例会次第」の資料をごらんください。 

 本日の議事ですが、最初に「これまでの協議について」、（１）「第２６期都立図書館協議

会における協議状況について」で、第１回から第４回までの協議状況をご確認いただきま

す。 

 次に、（２）「港区子ども読書活動推進計画（第２次）の概要」、そして、（３）「第二次読

書のまち八王子推進計画の概要」について、前回の続きということでお願いしたいと思っ

ております。 

 ２番目に、「新多摩図書館移転計画について」の報告、３番目に、「提言とりまとめに向

けた課題整理」、４番目に、「第２６期都立図書館協議会作業部会について」ということで

ご協議いただきたいと考えております。 

 ２番目の「新多摩図書館移転計画について」の報告の後に休憩を挟みたいと考えており

ます。 

 説明は以上でございます。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいま説明のありました会次第に基づきまして議事に入らせていただきた

いと思います。 

 議題の第１番目は、「第２６期都立図書館協議会における協議状況について」でございま

す。最初に、事務局から資料説明をお願いいたします。 
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【企画経営課長】  資料１をごらんください。 

 前回の協議会から少し時間があきましたので、第１回から第４回までの協議の状況を振

り返りたいと思います。 

 第１回では、都立図書館の概要説明、協議テーマの決定、都立図書館における読書活動

推進に向けた取組状況についてご説明いたしました。 

 第２回では、第２１期協議会提言以降の取組と課題について、そして、東京都教育委員

会の取組として、「第二次子供読書活動推進計画」についてと「言語能力向上推進事業」に

ついての説明がありました。また、学校現場での事例として、３人の協議会委員の方の各

学校についての取組状況や、公立図書館からの支援状況などを報告し、公立図書館や都立

図書館に求めることなどについてご協議いただきました。このテーマは第３回まで継続し

まして、協議となりました。 

 また、第３回では、都立図書館の蔵書の活用、児童・生徒の自発的な読書活動への支援、

ターゲットに届く効果的な広報などを小テーマとして、都立図書館の役割についてご協議

いただきました。 

 第４回では、区市町村立図書館が行う読書推進活動への支援について、港区と八王子市

さんの事例の紹介、それから、都立図書館で実施する区市町村支援事業の説明と協議、そ

して、電子書籍等を活用した読書推進についてなどご協議いただきました。 

 説明は以上です。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 ただいま事務局から資料１の説明がございましたが、これで確認していただいてよろし

いでしょうか。 

 それでは、確認をさせていただきました。 

 では、引き続きまして、協議事項の１の（２）にございますように、港区の小池委員か

ら「港区子ども読書活動推進計画」につきまして、そして、八王子の坂倉委員からは「第

二次読書のまち八王子推進計画の概要」について、事務局からお願いいたします。 

【企画経営課長】  それでは、前回、こちらの資料につきまして１度ご説明をしており

ますので、本日は簡単に繰り返させていただきます。 

 資料２、「港区子ども読書活動推進計画（第２次）の概要」をごらんください。 

 計画策定の目的が左上に書かれております。「子どもが自らにとって欠かすことができ

ない本と出会い、子どもが本来持っている、楽しんで本を読む力を引き出し、未来をつく
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る子どもたちへ読書の楽しさをつたえる」というものです。 

 計画の期間ですが、中ほどに「子ども読書活動に関する取組状況」の３番に書かれてお

りますが、平成２４年度から平成２９年度の６カ年計画となっております。 

 課題としまして、その下に書かれておりますが、１、乳幼児、２、小学生と中学生、３、

ヤングアダルト世代、４、区立図書館、５、地域の中での連携づくりといった視点で課題

が挙げられておりまして、真ん中の基本的方針に、「区立図書館が主体となる機能」と「学

校等が主体となる機能」の２つの大きな柱が定められています。それぞれの基本方針に基

づいて体系化された取組が一番右の「計画の体系」に書かれています。 

 区立図書館における取組では、図書館活動の充実、読書の楽しさを伝える、地域でつな

がる体制、施設整備と資料の充実、人材の育成といった項目で体系立てられており、それ

ぞれ施策が展開されているものです。前回もお伝えしましたが、具体的に中高生懇談会の

開催とか、各学校にリーディングアドバイザリースタッフを配置しているといった独自の

取組などもされているとのことでした。 

 続きまして、資料３になりますが、右側のページになります。「第二次読書のまち八王子

推進計画」というものがございまして、この計画は生涯読書活動推進計画と子ども読書活

動推進計画の２つの計画から成っているということです。 

 計画期間ですが、右下のほうに書かれておりますとおり、この計画は平成２２年度から

２６年度までの５年間で実施していくものとなっております。 

 裏面に具体的な施策について書かれております。まず、「計画のめざすもの」として、「市

民の生涯にわたる読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図り、『いつ

でも、どこでも、だれでも』読書に親しめる環境の整備をめざします」ということ、もう

１点が、「八王子市の子ども一人ひとりへの働きかけを中心に、子どもの自主的な読書活動

が推進されるよう読書環境の整備を図ります」といったものです。 

 真ん中の部分に「基本方針」が書かれておりますが、この基本方針に基づき、右側に「地

域における」、「学校における」、「図書館における」取組がそれぞれ書かれております。星

印がついているものが子ども読書活動推進計画の部分になっております。 

 地域における取組では、保育園、幼稚園、地区図書室、子育てサークル、地域文庫、児

童館などが対象となった事業の展開について書かれています。 

 学校における取組では、例えば司書教諭などの研修の充実や読書指導計画の策定、学校

図書館サポートセンターの設置など多様な取組が書かれております。 
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 最後が図書館における取組ですが、こちらも子どもの図書館活動の充実や保健センター

などと連携した子育て支援事業の継続、学校図書館支援サービスの充実などとなっており

ます。 

 説明は以上でございます。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 これに関しまして、教育長でございます坂倉委員、そして小池委員から、追加、補足等

の説明がございましたらお聞かせいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

【小池委員】  今ご説明いただいた私どもの読書活動推進計画の中身ということではな

いんですが、前回、２月に欠席をいたしまして申しわけございませんでした。そのときの

議事録を送っていただいて、それを拝見して、この図書館を運営する際の指定管理者制度

の導入についてたしかご議論になったと記憶しています。その中で、港区の指定管理者制

度の導入がいつからというやりとりの中で、若干実態と違っていましたので、それだけお

話しさせていただきたいと思います。 

 現在、港区は図書館が６館、１分室ということで、７施設ございます。中央図書館とし

ている１館だけは指定管理は導入しておりませんが、残りの５館、１分室は指定管理を導

入しております。それで、実は指定管理を導入したのは平成２１年度からで、港区の場合、

図書館以外の施設も含めて、基本的には５年間の指定期間で同じ業者にお願いしている形

なんですね。それで、２１年度からの５年間が昨年度末で経過をしたので、更新の指定管

理者を選定するという作業をして、２６年度から２期目の指定管理という形でスタートし

ていますけれども、実際に導入を始めたのは２１年度ということでご理解をいただければ

と思います。以上でございます。 

【近藤議長】  お二方の意見を聞きましてから、またご意見等をいただきたいと思いま

す。 

 では、坂倉委員、お願いいたします。 

【坂倉委員】  私のほうも前回欠席いたしまして、本当に申しわけありませんでした。 

 まず、今の資料３ですけれども、ご説明があったとおり、うちの特徴といたしましては、

生涯読書活動推進計画と子ども読書活動推進計画を合作にしているということでございま

す。その趣旨としましては、今回の読書活動の推進に向けた都立図書館の役割とも関係し

てくるんですけれども、いわゆる学校図書館法と図書館法と別なんですが、生涯学習施設

としての図書館と学校教育としての図書館、それを何とか有機的に結びつけていきたいな
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という意味では、計画の中でもそのような考え方を置きたいなと思って、こうしておりま

す。計画期間は今年度末ですので、今、第三次をつくっている途中でございます。第三次

の大体の概要ができましたら、もしよろしければまた皆様にご参考に配布させていただこ

うと思っております。 

 第二次の特徴ですけれども、前回あったと思いますので簡単に触れますけれども、生涯

読書活動の推進を大きく言いますと、今回は「図書館を利用できない方」や「必要としな

い人」への働きかけを強く置いております。利用できない方の関係では、例えば社会福祉

施設への出張サービスがありますし、必要としない方、これが非常にアンケートをとって

大きかったんですけれども、そういう方々に良さを知っていただくためには、いわゆる朗

読会でありますとか、読み聞かせサービスとか、そういうソフト事業を重要視していると

ころでございます。 

 下のほうの子供たちの読書活動の推進に関しましては、教育の一環として、いわゆる強

制的にと言うと語弊がありますけれども、生涯学習施設はここに書いてあるように自主的

に読書に親しむ環境の整備をすればいいと思うんですけれども、子供たちに何とか読書を

好きになる、親しむ環境をつくっていきたいと考えております。例えば低学年では読み聞

かせとか、また、高学年になって調べ学習ができるような環境をつくっておりますし、あ

と、本市の場合、ロータリークラブさん等が非常に協力的ですので、読書感想文・感想画

コンクールにおきましてはロータリークラブと共催でやらせてもらっておりまして、優秀

な方を毎年５名ほど台湾の高雄のほうに派遣という形でやっております。ある程度熱心な

方は非常に熱心になるんですが、問題は熱心じゃない人をどうするかという形でやった中

で、今回の図書館の役割に関係する意味で、学校図書館のサポート事業についてちょっと

触れたいと思って、別途資料をお持ちいたしました。 

 「としょえもん」というのがあると思うんですが、これが平成２２年につくった学校図

書館サポート事業の事務局がつくっているものでして、前年度４号、通巻１６号になって

いるんですが、こんな形のものを出しながら図書館活動をやっています。今回、次の１７

号なのか、１８号かわかりませんけれども、私も書けと言われたので書いたのがこの１枚

ペラでございます。 

 何を言いたくて持ってきたかといいますと、この中段のところで、「重要なことは、司書

教諭を中心として、学校が一丸となって子供たちに文字にふれることの楽しさ、有用さを

知らせることであると考えます」というあたりが強く言いたかったところなんです。なお
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かつそれに加えて、八王子市の場合は市民力が豊富なので、図書館サポートセンターを立

ち上げて、嘱託員による読書推進委員、ボランティアのサポーター等で学校図書館を中心

にしていくんですよということを言っています。 

 といいますのは、御多分に漏れず、うちも多くの方々が学校図書館に人を置いてほしい

と来ています。ただ、本来的に司書教諭の時間軽減とか、司書教諭の専任化を目指すのが

筋だと思っているところで、ここでまた法律改正があって、しっかり学校司書というもの

が位置づけられましたけれども、ただ、予算的な背景ははっきりしていませんし、かつ今

の形はいわゆる賃金予算ですよね。そういう意味で言ったときに、果たしてそれでいいの

かと思ったときには、ただ人をつけるのではなくて、もっとしっかりとした教育の一環と

していきたいという中で、うちは嘱託員でやっています。その辺を説明するために、青の

「平成２６年度八王子市学校図書館サポート事業」というのがあるんですが、こちらを見

ていただきたいと思っております。 

 八王子の場合、今、１０８小・中学校がございます。平成１５年から図書ボランティア

を入れたのですけれども、やはりボランティアの方だけではどうしようもなかったという

中で、平成２２年から図書館サポート事業を始めています。現在、事務局に当たるところ

につきましては、職員２名と嘱託員２名です。これは人事部に言うと怒られてしまうんで

すけれども、この職員というのは東京都の研究主事さんをお願いしてやっています。それ

とは別に、読書推進担当と言って、各学校に回ってもらう司書さんを置いておりますけれ

ども、これは前々年度から始めて８名、１１名と増やしてきているんですが、当然、嘱託

職員ですので、週４日勤務です。各学校には１日行く形になりますので、最大で４４校分

しかありませんので、これを何とか増やしていくのが今の目標でございます。 

 そうした中で、ここに関係するとすると、都立図書館がどんな役割ができるのかといっ

たときに、一番裏のほうに「八王子市中央図書館の学校支援」と書いてあります。そこで

は、図書館蔵書検索システムと物流システムが書いてあるんですが、１つ物流システムに

ついては、一昨年は国の緊急雇用を使って配送便を予算化しました。それがなくなったの

で、今年からは市費で配送便をつけています。これがないと、各学校の先生方は、本来的

には市内出張でも許可が要りますので、図書館のほうに本を取りに行くことができないの

で、こういう形にして本が回せるような形にしております。 

 ここには物流とか検索というハードしか書いていないんですが、私が大事だなと思って

いるのは、うちでも中央図書館の児童担当が、例えば読み聞かせで集団学習用の５０冊な
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り１５０冊の本を紹介するときに、今は大分司書が入ってきたので違うんですけれども、

前はどんな本がいいかもわからなくて、全部お任せできたときに、児童担当が「こういう

本はどうですか」みたいな感じでやってきたので、そういうお勧め本の紹介も非常に大事

だと思います。それから、今考えているのは、学校図書館サポート事業のほうの教員は学

校教育部が採用していて、図書館のほうの嘱託員は図書館が採用しているんですが、でき

ればこれを一括に採用して、相互交流するような形にしていくと、両方が非常にうまくい

くのかなと思っています。 

 と同時に、なかなか人のあっせんは難しいと思うんですが、もし東京都の図書館ができ

るとすれば、今例えば司書の登録制度などもどうかなと思っています。今回、８人から１

１人に増やすときに、３名増やす形にしたんですが、３名しか増やせないということもあ

りましたけれども、人選もかなり大変でした。というのは、いわゆる公共図書館としての

レファレンスの司書という形と学校図書館でやる司書教諭に近い方の役割は少し違うと思

いますので、そういう中で資質を見きわめるのは非常に難しかったことがあります。来年

もまた少し増やすんですけれども、それを採用するのに、それもあって一括採用したいな

と思っているんですけれども、できればそのときにバックデータとなるような、個人情報

の問題があるんですけれども、こんな方々は司書資格を持っていますよとか、この地域に

こんな方がいますよという形にしていただけると、司書としてお願いしないにしても、例

えば講演会でもいいですし、いろんな形で協力願えると思います。なかなか中央図書館さ

んの数でスタッフを出すのは難しいと思いますので、そんな制度も取り入れていければ、

ここで今回の課題としての役割の１つが果たせるのかなと思っています。うちももしとい

うことであれば、ぜひ八王子地域でそういう方がいれば、来年以降、採用の励みにもして

いきたいなと思っています。 

 そんなところで、八王子市もそんなに財政が潤沢ではないので、半歩半歩ですけれども、

進めている中で、一番最初に申し上げましたけれども、学校図書館の場合には学校図書館

法の一環として、何としても子供たちにまずは本というもの、活字というものはおもしろ

いものだよと思わせることが大事だと思っています。そういう意味で、大学生の４人に１

人が一冊も読まないような状況を崩していくためには、本当はもっと早くからかもしれま

せんけれども、少なくとも小学校の段階からやっていきたいと思っています。 

 そういう意味で学校訪問をよくするんですけれども、昼休みと放課後しか開いていない

図書館を見つけますと、校長先生にやんわりとですけれども、「どうしたの？」と聞いてお
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りまして、常に開いている形を目指してほしいなと思っています。「そのために人が要る」

と言うと、「そうじゃないでしょう」という言い方をしているんですが、そんな形でやって

いるところでございまして、決して先進的ではないと思いますけれども、やっと始めたと

ころでございます。 

 子供たちに対しては少し無理やりと言うと語弊があるんですけれども、何とか向かわせ

るような形にしていきたい。そこが公共図書館との違いかなと。もっと言えば公共図書館

も、ヘビーに使う方じゃなくて、そうじゃない方に調べ学習の場として使ってもらうよう

な形にしていきたい。それが公共図書館の意味かなと今思っているところで、第三次では

そんなところを中心に組み立てているところでございます。 

【近藤議長】  小池委員、坂倉委員、ありがとうございました。 

 坂倉委員は前回大雪の中を大変ご苦労をかけてしまいまして、大変失礼いたしました。 

 それでは、今お二方の委員の方からご説明がございましたが、これにつきまして皆さん、

ご質問、ご意見がございましたらお伺いしたいと思います。いかがでしょうか。 

【梨屋委員】  私は、実は第２次世田谷区子ども読書活動推進計画のアドバイザー会議

のメンバーとして出席しておりました。世田谷区の場合は、第１次のときに子供の低学年

に絵本の読み聞かせなどの活動を中心にやってきたので、じゃ、２次は中高生に向けても

う少し手厚くいこうじゃないかということで、中高生に向けても推進活動をしていこうと

いう考えで動き出しています。 

 先ほど港区のほうの計画には、ヤングアダルト世代とか、高校生という言葉がしっかり

書かれていて、ああ、港区もきっと中高生に目を向けて活動されているんだなというのが、

言葉としてはっきり書かれているところがとてもすばらしいなと思いました。八王子市の

ほうなんですが、児童・生徒という表現にはなっているんですが、高校とか、高校生とい

う言葉は１つも出てこないところが私としてはちょっと気になっています。学校図書館と

いう枠組みが小中ということなのかもしれませんが、高校生がいないわけではないと思い

ますので、今問題になっているのは、高校生の過半数が本を１カ月に１冊も読んでいない

ということがこの会でもお話に出ていますけれども、そこがとても問題になっているとい

うことで、都立図書館としては地域のニーズで各種の推進計画ができていると思うので、

そこから地域のニーズには高校生というのがまだ余り入っていないようなところに対して

都立図書館が何かできるものがあるのではないかなと感じました。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 
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 まとめてご意見、ご質問等をいただきまして、最後にそれぞれの担当のほうからご意見

を聞かせていただきたいと思いますが、ほかにいかがでしょうか。 

 では、よろしいですか。今、梨屋委員のご質問等があったわけでございますが、これに

つきまして、両委員さん、それから都立図書館についてもご意見がありましたので、お聞

かせいただければと思っております。 

 それでは、小池委員さんからでよろしいですか。 

【小池委員】  特にご質問いただいたわけではないと思いますけれども、やっぱり年齢

が上がるごとに読書量が減っていくということがあります。その原因としては、受験勉強、

部活動、あるいは多様な楽しいメディアを利用する時間に充てているんだろうと思います

が、自分に合った本と出会えるきっかけというものがないことも１つなのかなと考えてお

ります。 

 先ほど私どもの施設に分室が１つあるとお話ししましたけれども、これは高輪に子ども

中高生プラザという中高生を対象にした施設があるんですが、複合施設でして、ここに児

童から中高生向けに特化した形で図書を集めている高輪図書館の分室があります。そうい

う形で、どうやったら中高生に読書をしてもらえるのかということを検討しながら、施設

的な面でも特色を持った形のものを設置して、何とか中高生、ヤングアダルトの世代の読

書活動を応援していきたいと考えております。 

【坂倉委員】  市立の高校を持っていないところですと、実質的に市町村の教育委員会

の担当というのは、幼稚園を持っていれば幼稚園からになっていきますけれども、小中と

いう形になってくる中では、どうしてもそこのところ――もちろん計画の中では置くべき

なんでしょうけれども、そういうことはありますし、実態として本市の場合、小中が余り

にこれまで遅れていたので、まずは小中からやったところですが、梨屋委員のお話にあっ

たように、都立の高校生がというのはすごく意味があると思っています。 

 うちのほうも０歳から１８歳までという形の中では、０歳児は保健所担当なんですけれ

ども、ブックスタート事業は保健所に行って進めておりますし、高校生以上については児

童館の中でやっておりますけれども、児童館ではどうしても読書だけという形にはなりま

せんので、そこのところをどうするかは１つ都立の役割があるのかなと思っています。 

 今のところは何しろ小中、特にブックスタートから始まって、もう少し３～４歳あたり

をどうするかというのを今盛んに議論しているんですけれども、小に入って低学年で読み

聞かせを好きにさせて、だんだん調べ学習に持っていって、何とか離れないような形にし
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ていく。小中でのしっかりとした活字活動、読書活動を根づかせることを第一義に考えて

いる中で、また今後、高校との連携あたりをどうするかというところはこの場でご議論い

ただければ、都立や市立の学校がいっぱいありますので、市としてできることをやってい

きたいなと思います。もう一つの問題としては、先ほど言った小中を対象にした読書感想

文・感想画コンクールを高校生ぐらいまでに広げていくのもまた手かなとは考えているん

ですが、今のところは小中が中心になっております。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 事務局から何かございますか。 

【企画経営課長】  都立図書館で、２～３年前に区市の青少年の担当者の方などとお話

をさせていただいた時点で、中高生にどのようにアプローチしていったらいいかというこ

とにとても悩まれていまして、その当時、どの区市町村でも課題となっていた記憶がござ

います。でも、徐々に、地元の中高生ときめ細かく接することができるような事業を展開

してきているなというのが実感でございまして、それがとても独自性があったり、工夫さ

れていたりといったような取組が少しずつ出てきているなということも感じております。 

 ただ、どうしても時間のない中高生を引き寄せるのは本当に大変なことですし、そこで

都立が何をできるかというところなんですけれども、先ほど八王子市さんから少しご提案

のありました、例えば講師などの人材バンク的なものが都のほうから情報提供されたらい

いのではないかといったことがありましたが、そういったことはやはり都のほうで都内全

体の事業の情報を集めて、皆さんに周知していくとか、ご紹介するなどというのは、都立

図書館の取組としてはいいのではないかなと今思ったところではあります。 

【多摩図書館長】  都立高校に対しては、こちらのほうの職員が講師となりまして、例

えば読み聞かせ講座とか、ブックトークを学校相手にやっております。例えば平成１４年

で言えば、資料にもありましたけれども、平成２４年に１１回行っていますけれども、例

えば世田谷総合高校ほか８校に対して直接に講師を派遣して、事業の一環としてやってい

ます。 

【梨屋委員】  今のご意見だと、もうやっているから考える必要はないという意味に私

はとってしまったんですが。 

【多摩図書館長】  今までは高等学校から要望があればやっていましたので、なかなか

そういう話が出てこない部分もあります。小中に対してはかなり要望がありますので、や

っているんですけれども、あとは特別支援学校も連携校を含めてかなりやっておりますの
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で、そういう話があれば、できる限りはやっていきたいと思っています。 

【近藤議長】  今後、中高生に向けてもやっていくということでよろしいでしょうか。 

 それでは、ただいま小池委員、坂倉委員から事例ということでご説明がございました。

ありがとうございました。お二方の事例につきまして、これからの都立図書館の役割にも

示唆を与えてくれたのではないかなと思っているところでございます。 

 ここまでにつきまして、岸田副議長からコメントを……。 

【岸田副議長】  特にございません。 

【近藤議長】  それでは、特にないということでございますので、議事の２点目のほう

に入っていきたいと思います。 

 それでは、引き続きまして、議事の２、「新多摩図書館移転計画について」の報告でござ

います。 

 事務局から資料の説明をお願いいたします。 

【企画経営課長】  資料のほうは、参考資料１をごらんください。 

 「東京都立多摩図書館移転改築計画について」ということで、現在、立川にあります多

摩図書館ですが、施設の老朽化によりまして移転改築をすることにいたしました。資料は

住民説明会時点のものになりますが、これで概要についてご報告をいたします。 

 一番下の四角の枠の中になりますが、「建築計画概要」をごらんください。 

 移転先ですが、国分寺市泉町二丁目で、最寄り駅がＪＲ中央線の西国分寺駅から徒歩５

分ぐらいのところになります。 

 敷地面積が７,２１６平米、建物は地上３階建ての建物となります。 

 サービス内容、機能につきましては、現在と同様、雑誌と児童青少年資料によるサービ

スとなります。 

 裏をごらんください。 

 スケジュールですが、こちらに書かれているスケジュールが基本設計時のもので、その

後、工期が延びまして、今現在では２８年度開館予定というスケジュールとなっておりま

す。下に地図がございますが、左上が中央線の西国分寺駅です。真ん中ほどに黒くなって

いるところが都立新多摩図書館の移転予定地になっております。ここまで徒歩５分ぐらい

となります。 

 右側にちょっと薄く四角い敷地がありますが、こちらが武蔵国分寺公園という大きな公

園になっているところです。 
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 次の資料が外観イメージということで、写真がございます。 

 これは道路側から見た写真になります。 

 次の資料が平面概略図の１階部分です。図書館としてのサービスフロアはこの１階部分

になります。入り口を入りまして、これが写真で見たところの木が２本大きく入り口にあ

るんですが、ここの丸いのが木の部分です。この２つの丸の間が利用者用の入り口になり

まして、エントランスを入りますと、展示イベントスペースがあり、その奥に雑誌のエリ

ア、さらに奥に青少年のエリア、児童書エリアというように続く予定です。真ん中ほどに

準閉架書庫とありますが、限られた方で閉架の書庫に入っていただけるような仕組みも考

えております。 

 次の資料が概略図の２階部分になります。 

 ２階部分にはセミナールームが左側にございます。こちらは都民の方もお使いいただけ

るような形を考えております。その他は閉架書庫になります。 

 次の資料が３階部分なんですが、セミナールームは２階、３階が吹き抜けとなっており

ますので、それ以外のところはやはり閉架書庫ということになっております。 

 現在ご議論いただいております本協議会の提言につきましても、新多摩図書館のサービ

スのほうに反映していきたいと考えております。 

 説明は以上です。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 新多摩図書館移転計画についての報告がございましたが、これに関しましてご質問、ご

意見等はございますでしょうか。 

【原田委員】  現行の立川の図書館から国分寺のほうに変わって、書庫の収蔵能力はか

なり高まるんでしょうか。 

【企画経営課長】  今の旧多摩図書館の収蔵容量が約１０３万冊で、新多摩図書館にな

りますと約２８５万冊に増加する予定でございます。 

【近藤議長】  ほかにいかがでしょうか。 

【岸田副議長】  館内ＬＡＮというか、コンピュータネットワークに対する対応はどう

なっているんでしょうか。 

【多摩図書館長】  まだ詳細まで決まっているわけではないんですけれども、当然そう

いうことは考えながら、それから電子書籍も視野に入れながら検討はしております。まだ

具体的ではないものですから、すみませんが、そういう状態でございます。 
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【近藤議長】  ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 この平面図の１階に「青少年エリア」とあるんですが、これは梨屋委員がいつも言われ

ているヤングアダルトコーナーのエリアと考えてよろしいわけでしょうか。 

【企画経営課長】  そうですね。はい。 

【近藤議長】  ほかにございませんでしょうか。 

【梨屋委員】  これはまだ大きな設計の段階なので、多分これからレイアウトの細かい

ところは決めると思うんですけれども、絵本の読み聞かせなどをするような場所は児童書

エリアの中につくるような感じなんでしょうか。 

【企画経営課長】  新しい図書館のほうでは、３０人程度が入って防音設備を備えた読

み聞かせのできる部屋を設置する予定です。場所的にはこの児童書エリアの中になります。 

【梨屋委員】  青少年が読書について話をするような、集団で本を読めるような場所は

……。青少年の人たちがグループで読書をするような場所などは……。 

【企画経営課長】  青少年エリアと児童エリアの間にあるグループ学習室はそういった

形でご利用もいただけると思います。 

【近藤議長】  岩崎委員、どうぞ。 

【岩崎委員】  都立多摩図書館が、雑誌を収集するユニークな図書館だということはか

ねがね伺ってはおりましたが、今回の資料からも雑誌の創刊号コレクションを持つなどの

特色ある図書館であることがわかりました。そこで、初歩的な質問なのですが、このよう

な雑誌を利用する都立多摩図書館の利用者はどのような人たちなのでしょうか。例えば、

開架式の雑誌を閲覧する方たちなのか、あるいは公共図書館等を通じて要望があれば雑誌

を貸すという機能がメインなのでしょうか。どのようなニーズに対応している図書館かを

教えていただきたく思います。 

【多摩図書館長】  雑誌もそれほど開架のほうに出しているわけではありませんので、

閉架が主なのかなということで、基本的に研究者の方が多いですね。通常来られる方は常

連の方がいらっしゃるんですけれども、それ以外に地方から来る方、または大学の先生は

そういう閉架書庫にある大量の雑誌、それがあることを目的に来ていますね。何かを調べ

ようということで来ておりますので。 

【岩崎委員】  閉架書庫にある雑誌については、個人が希望するものを検索して、その

場で閲覧するという形態でしょうか。 
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【多摩図書館長】  そうですね。閉架書庫に入れるのは職員ですけれども、それを例え

ばカートで１００冊とか、そういう単位ぐらいで持ってきます。その利用者が選んだもの

を持ってきますので、それを閲覧室で見ていただくという状態になります。 

【岩崎委員】  将来的な話ですが、学校図書館が充実し、小・中学校と連携する公共図

書館や、あるいは都立・私立高校などで調べ学習に学術雑誌や一般雑誌を活用したいとい

う場合、対応することは可能なのでしょうか。 

【多摩図書館長】  従来でも、今年もやっているんですけれども、高等学校のほうで何

か調べたいということで、こちらからそういうものを選び出して、参考にということで送

りまして、見ていただいたことはありますね。そういうことをやっていきたいなと思って

います。 

【岩崎委員】  今日の八王子市や港区の教育長のお話を伺ってもそうですが、子供の読

書活動が施策として定着していきますと、やる気のある自治体では、公共図書館と学校図

書館との連携をより一層推進していくと思われます。そのため、この協議会では、都立図

書館と、読書活動や読書教育を推進する地方自治体や公共図書館、そして、都立・私立高

校の学校図書館等との関係を整理し、都立図書館の機能を差異化して議論しておく必要が

あるのではないかと思っております。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 岩崎委員の意見はこれから作業部会等でもまた検討されると思っております。よろしく

お願いします。 

 それでは、そのほかございませんでしょうか。 

【齊藤委員】  本の配置なんですけれども、以前多摩図書館に伺ったときに、雑誌は決

まったところに決まった雑誌があるという形で、ある雑誌に興味を持っていれば、そこに

行けばすぐ最新のものが見られるということだったと思うんです。一方、青少年エリアの

ところは十進分類法でいろいろなものを、高校生向けでしょうか、各分野の入門書のよう

な本をうまくコンパクトに集めておられて、若い人たちがいろいろな関心に目が向くよう

に並べられていたように思うんですね。この青少年エリアの本の配列は、固定されている

のでしょうか。それとも何かテーマごとに関心に応じて入れかえて、その都度青少年に来

てもらうきっかけをつくるとか、そのようなこともされるんでしょうか。 

【児童青少年資料係長】  まだ構想ですが、青少年エリアは基本的には十進分類法で並

べますが、ミニ展示といいますか、そのようなコーナーを少し多く設けまして、いろいろ
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な主題、さまざまなジャンルから本を集めて見せていきたいと考えております。 

【サービス部長】  この１階図面の中央のほうに「展示イベントスペース」という四角

がございますけれども、今の多摩図書館よりは展示スペースが格段に広くなるんですね。

そういう意味で言いますと、委員がおっしゃいましたような、いろんなテーマによって図

書を集めまして、そこでわかりやすい形で展示をするといった企画展等は今よりは格段に

充実するのではないかなと思われます。 

【齊藤委員】  図書館に行って、ある本がここに常にあるというのは重要な要素だと思

うんですけれども、それとは別に、また行ってみようかという気が起きる、そのための何

か本の並べ方の工夫があると……。 

【多摩図書館長】  イベントスペースが今の４倍になりますので、ミニ展示という話が

ありましたけれども、常時何らかの展示ができるような形で、マガジンと児童書、青少年

向けのもの、そういうものをやっていきたいと考えております。 

【近藤議長】  ありがとうございました。ほかにはいかがでしょうか。 

 それでは、前半の部はここで閉じさせていただきます。５分間休憩をとらせていただき

まして、その後、後半に入りたいと思います。それでは、４時５分から後半を開始させて

いただきたいと思います。 

 では、いったん休憩とさせていただきます。 

（休憩） 

【近藤議長】  それでは、引き続きまして、議事を再開させていただきます。 

 最初に、議題３、「提言とりまとめに向けた課題整理」ということで、事務局から資料に

基づいてご説明をお願いいたします。 

【企画経営課長】  それでは、資料４をごらんください。 

 これまでの皆様方のご意見を踏まえまして、提言とりまとめに向けて項目を整理いたし

ましたので、ご説明いたします。 

 資料の一番左側の欄が「項目」、真ん中の部分が「これまでの意見を踏まえた事務局によ

る整理」、一番右側に関連するご意見を記入してございます。 

 項目１番の「協議テーマ」ですが、テーマ設定の考え方として、「読書は、生活するため

に必要な言語力、表現力、読解力を育むうえで重要であるが、依然として学校段階が進む

につれて読書離れが進む傾向が見られる。都立図書館では『第二次東京都子供読書活動推

進計画』等に基づき、児童・青少年を中心とする読書活動の推進に取り組んできたが、こ
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れらの現状を踏まえ、都立図書館が果たすべき役割についてあらためて明確にする」とし

まして、こちらは第１回定例会でご了承いただいております。 

 次に、「提言の範囲」ですが、都立図書館の役割として、対象は乳幼児から社会人であり

ますが、読書活動の推進には読書の習慣を身につけることが重要であるということから、

「特に児童・青少年（６～１８歳）に重点を置く」こととする。また、「『読書活動』は、

単に本を読むことに留まらず、調べ学習や課題解決のための資料を参照することも含む」

ということでした。 

 ３番、「協議テーマに係る課題」として挙げられましたのが、真ん中に書いてあります、

「学校段階の進行に伴う読書離れの傾向がなお解消されていない」ということ、「読み聞か

せや朝読など、大人との関わりや学校の取組の中で、一定程度読書をしていた子供が、高

学年になり部活や塾、他への興味関心が拡大するにつれ、自ら読書に向かうことがなくな

る」状況であるということでした。 

 １枚おめくりください。課題に対しまして、図書館として可能な取組は何であろうかと

いうことでまとめたのが４番です。 

 １つ目が、「読書の必要性と読書の楽しさを伝えること」です。特に読書に興味を持たな

い子が、みずから読書に向かうようになるためには、勉強という視点やイメージだけでは

なく、将来の人生や仕事、生活において読書が糧になり得ることを気づかせることができ

ればよいのではないか。他者の経験を気軽に疑似体験できる読書を成長期に経験すること

で、読書の楽しみを知り、そして、みずから読書に向かうようになるだろうということに

まとめました。 

 ２つ目が、「子供たちの年代や特性に合わせた多様な機会を提供すること」です。各年代

に存在する読書に興味を持たない児童・生徒や障害を持つ子供、日本語を母語としない子

供などに対して、それぞれ年代や特性に合わせ、さまざまな読書の機会を提供していくこ

とが必要ではないかということです。 

 この４番につきましては、必ずしも都立の図書館だけではなく、図書館全般にも言える

ことですが、では、特に都立図書館における方策として何をしていったらよいかというこ

とでまとめたのが５番です。 

 都立図書館の役割の基本的なものとして、真ん中の一番上に書きました「レファレンス

や協力貸出、研修等」は基本としてございます。そして、さらに取組を進めるものとして、

２つ挙げました。 
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 １つが「豊かな読書体験のための機会の創出」。こちらは、量を読むということではなく、

１冊の本を読み尽くすとか、何度も読み返す本に出会うなど「豊かな読書体験」ができる

機会をつくっていく。特に読書に興味を持たない子供に対してアプローチする方策を展開

していくことではないかということです。 

 ２つ目が、「調べ学習支援の充実」です。物語を読むという読書ではなく、調べる読書か

ら入る、本への別のアプローチとなるものが調べ学習であり、これはみずからの興味、関

心、疑問など、そういったテーマから本を読むきっかけになるといったこと、また、必要

な情報を活字から読み取る力とか、分析する力も育成することになり、読書の必要性とか、

楽しさを伝えるための有効な方策と考えられると思います。 

 １枚おめくりください。６番に書きました「都立図書館で考えられる取組（案）」ですが、

これは前の５番までのことを具体化して考えたときに、このような方向性が考えられるの

ではないかという現時点での案です。 

 「豊かな読書体験のための機会の創出」では、例として新多摩図書館における事業展開、

直接サービスによる新たな実践の蓄積、新施設を活用した新しい展示や配架の提案、学校

との連携事業、それと研修や情報発信のさらなる工夫。 

 次の「調べ学習支援の充実」では、例として挙げましたのが、有効な支援ツールの作成

や、子供の調べ学習を支援するわかりやすい検索システムの開発。これは、ウェブを活用

した資料の紹介とか、選書の支援、また、調べ学習を支援する蔵書検索機能の向上などが

考えられます。 

 「その他（障害のある子供たち等への読書支援）」では、これまでの実践を基盤とした新

たな取組としまして、例えば特別支援学校との連携による「読み聞かせ講座」、日本語を母

語としない子供の読書活動の支援などの実施が考えられると思っております。 

 都立図書館では、以上の取組によりまして、「多様で豊かな読書体験の蓄積」、「自ら取り

組む主体的な読書活動」、「生涯を通じた読書活動の定着」、これらを都内全域で実現してい

くという形にいたしました。 

 説明は以上です。 

【近藤議長】  ありがとうございました。この部分につきましてはちょっと時間をかけ

てご意見、ご質問等をいただきたいと思っております。少し量が多いので、項目が１から

６までございますが、最初に１から３までにつきましてご協議いただいて、その後、具体

的な取組等に入っていくわけですが、４、５、６をまとめてご意見等をいただきたいと思
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っております。 

 最初に、「協議テーマ」、「提言の範囲」、「協議テーマに係る課題」等につきまして、ご意

見、ご質問等をお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 それでは、ございませんようですので、４、５、６のほうを通して、そこでご意見があ

ったら伺いたいと思います。 

 ４番目、「図書館としての可能な取組」、５番目、「都立図書館における方策」、６番目、

「都立図書館で考えられる取組（案）」、このあたりからご意見をいただきたいと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

【岸田副議長】  全体にかかわる話かもしれないんですが、１の「協議テーマ」のとこ

ろで、テーマ設定の考え方を再確認されましたよね。その中で「第二次東京都子供読書活

動推進計画」が出てくるんですけれども、都立図書館の役割としてうたわれていることの

中で学校支援サービスのホームページとブックリストの提供というのがあるんですけれど

も、これは現状としてどうなっているか、簡単にご説明いただけるとありがたいんですけ

れども。 

【児童青少年資料係長】  まず、学校支援のホームページについてですが、現在、学校

の読書支援のページに、二次計画中で学校支援用の冊子をつくってきました。それらを全

ページ紹介しています。その中には、実践を行ってくれた学校の実践報告が、１件ぐらい

ですけれども、載せてあります。 

 支援ツールは、小学生向けの「ほん・本・ごほん」というブックリスト、学校で集団の

子供たちに読み聞かせをするための「読み聞かせＡＢＣ」、「特別支援学校での読み聞かせ」、

自由研究をテーマにしたもので、小学校の自由研究を支援するための「これならできる！

自由研究１１１枚のアイディアカード集」をつくっています。それと、中高生が小さい子

供たちに絵本の読み聞かせを行うことがあるということで、それを指南するための小冊子

も作成しています。このようなものを都立図書館のホームページ上で公開しております。 

【岸田副議長】  港区さんや八王子市さんはそれをどういうふうに活用されているのか、

もしおわかりになりましたら。 

【小池委員】  こういうのを送っていただいて、それぞれ学校等で、本区の場合はアド

バイザリースタッフ等が読書の指導をするときに参考にしていることはあると思うんです

けれども、ホームページをどのように使って活用しているのかは、ちょっと私、よく把握

していません。申しわけございません。 
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【坂倉委員】  うちの場合は、２回目か３回目のときに本当に活かしているかと言われ

たくらいで、またもう一回戻って、本当にみんなやっているのかと言いましたけれども、

それとは別に、ここ数年、図書館サポートセンターができたおかげで、どちらかというと

八王子市の中でお勧め本のリストという形が着実にできてきています。もちろん東京都さ

んのも使いますけれども、何とか市の公共図書館のほうのお勧めとか、サポートセンター

のほうでデコレーションみたいな形の中でやっていこうと思っているので、その参考には

させてもらっています。 

【近藤議長】  都立図書館のほうではそのような状況はつかんでいないんですか。 

【多摩図書館長】  昨年、まだ母数が少ないんですけれども、アンケート調査を実施し

ていまして、小学校、中学校、高等学校とそれぞれの冊子についてのアンケート調査をし

ています。 

 例えば「羅針盤Ⅱ」というブックリストは、言い方は悪いんですけれども、内容が結構

難しい本なのかなと私は個人的に思ったんですけれども、ただ、アンケートをとりますと、

８５％ぐらいの方が「役に立つ」「とても役に立つ」というご意見をいただいていますので、

学校に合っているものなのかなと思っています。ただ、アンケート数がまだ低いものです

から、今後もさらに多くの方が回答できるような形でしていきたいと思っていますし、具

体的な意見を聞いていき、それを活用策ということで都立図書館のホームページに載せて

いきたいと思っています。まだやり始めた状態ですので、引き続き今後もそれをやってい

きたいと考えております。 

【岸田副議長】  今の話の中で、坂倉さんが以前に話したみたいなことがあったんです

けれども、この都立図書館は確かにいろいろすばらしい取組をされていて、その中でどれ

だけ皆さんが知っているのかなという疑問がたしか出てきたような気がしていて、ＰＲ活

動の重要性が多分指摘されたような覚えがあるんですよ。それで、そのＰＲ活動に関して、

今後の提言とりまとめの中でどれだけ盛り込むかという感触を知りたくて、ちょっとお聞

きしたということでございます。 

【近藤議長】  図書館側から何かこれに対してございますか。 

【企画経営課長】  図書館雑誌の最新の７月号だったかと思うんですけれども（正しく

は６月号）、都道府県立図書館の特集がされていまして、三鷹市さんが都立図書館の児童関

連のいろいろなツールとか研修の活用状況についてご報告してくださっている記事が１つ

ありまして、それがとても都立としても意図した使い方をしてくださっているというよう
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な形でこちらも読ませていただきました。ただ、なかなかそれが全自治体の方に上手に伝

わっていない、学校にも上手に伝わっていないという点は確かにあるかなと思っておりま

す。 

【近藤議長】  そういう状況だそうでございます。 

 それでは、またもとに戻しまして、いろいろとご意見等をいただきたいと思いますが、

梨屋委員、いかがですか。 

【梨屋委員】  今、ブックリストの件とＰＲ活動の件で、前から思っていたことで言え

なかったことがあるので、ちょっと発言させていただきます。 

 ブックリストの件ですけれども、たしか第３回のときに各学校の読書の取組のところで、

高校生向けの「羅針盤」、ⅠかⅡか忘れてしまったのですが、それを中学１年生に配布した

というお話がありました。それは、高校生向けと中学生向けをわざわざ別にブックリスト

としてつくっているにもかかわらず、高校生向けにつくったブックリストを中学１年生に

渡しているのはちょっと趣旨と違っているのではないかと。例えば、中学生なんかは体の

変化もあるわけで、声がわりをして不安な時期とか、そういう子が読む本と、もうそれを

超えて、将来何になろうかと思って本を読む子はやはり違ってきて、たとえ学力があるか

らといって、早く大人の本を読むことがいいのか。その年齢の子だから感じられる本もた

くさんあるわけで、その辺のブックリストをつくる趣旨がきちんと伝わっていないんじゃ

ないかととても感じております。 

 それから、ＰＲ活動の件です。ＰＲしていただくのは本当に必要だと思うんですが、こ

れも、これまでの都立図書館の方の発言ではすべての学校に対応できないということで、

じゃ、どういう学校なら対応してくれるのか。都立図書館に頼らなくても、例えば学校図

書館に司書がいるなら、学校の先生は学校図書館の司書さんにレファレンスを聞けるんで

すよとか、地域の図書館から集団貸出もできるんですよとか、そういう説明があった上で

都立図書館はこういうことができますというやり方をしてもらえたら、もっとわかりやす

くなるのではないかと。 

 たしか以前、レファレンスのチラシを配ったというお話があったのですが、あれも先生

に直接配ったという話ですけれども、やはり学校にしっかり司書さんがいたら、司書さん

にまず聞くのが現場の筋じゃないかなという気はしたので、そういう手順とか、役割分担

とか、もうちょっとうまく説明していただければ、相談したのにすべての学校には対応で

きませんと言われてしまうと、もう二度と相談したくないわという気持ちになってしまう
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ので、そこをうまくやっていただきたいと思っています。 

 ブックリストの趣旨をちゃんと明確にしてほしいということは、とても気になっていま

す。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 今、都立図書館のＰＲの一環としてのご意見だったと思いますが、この点に関しまして

何かございますか。 

【児童青少年資料係長】  高校生向けの「羅針盤」を中学校１年生のほうに配ったとい

う話を私たちのほうからしたのでしょうか。 

【梨屋委員】  いえいえ、先生方。どこの学校か忘れてしまいましたけれども、そう発

言されていたと思います。 

【児童青少年資料係長】  ブックリストには、表紙に「中学生へ」、「高校生へ」と明示

しておりまして、確かに私たちも中学生と高校生では全然読めるものが違うと認識してお

ります。対象に沿ってブックリストは作成しております。私たちのところにも時々、中高

一貫校から高校生向けのを中学校のほうにも配りたいというような要望があるんですね。

そのときには編集の意図はお話しするんですけれども、うちの学校だったら中学生に使う

ことができるとか、そういうような要望に沿って対応したことはあります。 

 それから、ＰＲのほうですが、個別に小学校や中学校のほうから聞いてきた場合には、

区市町村立図書館でとか、学校のほうで解決することはできませんかとお話しすることは

できるんですけれども、確かに全学校に対してはなかなかできずにおりまして、今先生が

おっしゃったような、学校の先生たちみんなにチラシを配ったらとか、何か考えていかな

ければいけないなと思っております。都立と区市町村図書館の役割分担という考え方もそ

れに沿ってくるものだと思っております。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 ほかにどうぞ。 

【坂倉委員】  ５番と６番に研修や工夫という言葉が出てきています。ちょっと確認も

含めてなんですが、先ほどの、高校などには行っているよ、ブックトークを今週やってい

るよという形があるんですけれども、やっぱり現場にいて思うのは、学校図書館を充実さ

せたり、意識を持たせるためには、教員の意識かなとすごく思うんです。 

 今、恐らく東京都のシステムですと、初任研、１０年研あたりは東京都もやっているの

かもしれませんけれども、あとは大体市町村に委託かなと思っています。うちの場合は来
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年から中核市になりますので、全部研修がうちに来るので、うちなりの研修をやろうと思

っているんですが、例えば司書教諭の研修とか、管理職の研修と図書館さんのかかわり、

その辺のところにいっているのかどうか。それによって、個別には出せないかもしれない

けれども、全体的に読書なり学校図書館の位置づけなりを意識すると思うんですが、やっ

ぱり現場で見ると、高校さんはわかりませんけれども、小中ですとやっぱり校長先生の意

識によってはかなり読書活動に対する意識が違うので、その辺の研修が今どうなっている

のか、この中でもう少しそういった――これは教職員の担当ともめるのかもしれませんけ

れども、図書館協議会としてはいわゆる教員への研修に力を入れるみたいな形が入っても

いいのかなと思うので、どうなっているか方向性をちょっと聞きたいなと思っています。 

【近藤議長】  司書教諭及び管理職等の研修についてどうなっているのかというご質問

でございますが、これは当然図書館として可能な取組かどうかということも含めまして、

都立図書館のほうで回答がありましたらお聞かせいただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 では齊藤委員。 

【齊藤委員】  今のお話とは違うＰＲ活動の話をさせていただこうと思って挙手いたし

ましたので、その話が終わってから。 

【近藤議長】  では、この後、ご質問をいただきたいと思います。齊藤委員、お願いい

たします。 

【齊藤委員】  ＰＲ活動に関して、若干私も大学のＰＲ活動、あるいは企業の広告活動

にかかわった経験から申し上げますと、今、都立図書館で行われていること、例えば中央

図書館の特別展ですとか、多摩のテーマ展、あのときは震災がテーマだったと思いますけ

れども、そういうこととか、こういった若い方々を読書に誘うツールですとか、これらは

工夫してよくつくられていると思うんですね。図書館のＰＲ活動を展開するための素材は

十分あるような気がいたします。 

 ですから、あとはどこに向けて出しているんだということを少し明確にするかしないか

で、こういったツールが活用される、されないというのが決まってくると思いますので、

ＰＲする相手を意識的に幾つか想定することが大切だと思います。先生方とか、あるいは

高校生、小さなお子さんに直接伝えるものなのか、あるいは親なのか、そういったところ

をはっきりさせていきながら。あと、実際に現物を見れば、「ああ、こういったものができ

ているんだな」「こういったイベントがあるんだな」とわかるんですが、それらがどういう
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頻度で、どこに向けて、どの手段で告知されているかというところが重要かと考えており

まして、やはりターゲットを明確にした上で、少なくとも年間を通じて１つのターゲット

に対し印象を残す必要があります。そのためには、例えばこれを３回やりましょうという

ことで、回数を増やせばよいかというとそうでもなくて、仮に１回だとしても、それに付

随する情報を定期的に流していきながら、ターゲットの意識を常に喚起しておく工夫は必

要かと思います。 

 ですから、いたずらに頻度を増やすというのは予算のこともあって難しいとは思います

けれども、１ついいものをつくったら、その反響ですとか、実際使ってみてどうだったと

かいうことも含めて、たとえば先生方に情報を伝えるんだということを決めたら、その層

には常に何か定期的に話題が提供されているというような状況をつくったほうがいいので

はないかと思います。 

【近藤議長】  これは１つのご意見だと思いますが、これから提言等にまとめられてい

く内容でもあると思います。 

 この件に関しまして、齊藤委員のご意見に先にお答えいただければと思いますが、いか

がでしょうか。 

【企画経営課長】  おっしゃるとおりだと思います。本当にしっかりとやっていくこと

が大切だなと感じておりまして、どうしても今のところ、つくるのに全精力を使い果たし

てしまって、次の展開がなかなか続かなかったりとか、あと都内の図書館の数も多いです

し、学校数もとても東京都は多いので、そこにいかに情報をおろしていくかというのが、

さまざまなことを試してきてはいるんですけれども、なかなか続かなかったりというよう

な繰り返しでここまできているということです。続けてとかターゲットを絞って断続的に

とか、そういった視点がちょっとなかったかなと思いましたので、今のご意見、とてもあ

りがたく聞きました。検討していきたいと思っております。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 それでは、最初の坂倉委員からご質問を伺った件についてはいかがでしょうか。 

【企画経営課長】  先生方への研修ということなんですが、現在、都立図書館が主催で

やっている学校の先生方への研修はございませんが、東京都として教職員研修センターと

いうのがございまして、そこが教員に向けてやっている研修に都立図書館が講師として派

遣して、研修を実施しているという形をとっております。 

 ５番とか６番に書いた研修や情報発信の工夫といったところで、今こちらで想定してい
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たのは、これまでの研修に加えまして新たな課題となっているような、例えばブックリス

トのスキルについてとても需要が高いとか、これから都立図書館でさらに深めていく特別

支援学校での読み聞かせのスキルとか、どういった資料を選択していったらいいかとか、

そういった新しい取組に基づいた知識やスキルの内容で研修を展開していこうということ

は今考えております。 

【近藤議長】  要するに、都の研修センターで行っている研修に図書館として支援をし

ていくということですね。 

【企画経営課長】  はい。今現在そういう形です。 

【近藤議長】  両校長先生、お２人がせっかくいらっしゃいますので。 

【星野委員】  恐らく学校の中で一番パソコン台数が多いのが図書室なんですね。そこ

をいかに利用するかというのがこれから非常に大きな課題になってくるかなと。もう少し

直接的に調べ学習のときに、リアルタイムで「このようなもので、このようなものが欲し

いんですが、いかがでしょうか」と質問したときに、パッと「こういうものがありますよ」

とどこかで教えていただけて、それがみんなでパッと見られると、学校としては非常にあ

りがたいなと。大変難しいだろうと思いますが、行く行くはそんな形で、都立図書館がト

ップに立ち、区立図書館ですとか、地方の図書館にそういったものをうまく流して、さら

に学校とタイアップしていくような何か形をつくっていただけると助かります。もうこれ

からはそれを考えるのが一番早いのかなと思っています。 

 あと、せんだって、私もちょっとよくわからないんですが、子供向けのパソコンに入る

「本棚」というのがあるんだそうですね。ある親御さんが「ｉＰａｄだったらうちの子供

も見るから、わざとそれを入れて与えようかな」というようなことを言っていたんです。

ということは、今の子供たちの興味を引くのは、そういったものを通しての見方も１つ考

え方としてはあるのかなと。せんだってある保護者の方から聞かれ、「ああ、そうですね。

とにかく読めばいいんじゃないでしょうか」と。 

 ただ、私は個人的に１つ気になっているのは、大変字が汚くなっているんですね。大学

生は非常に汚いです。そこも含めて、本当にこのままで字が汚くなり続けていいものだろ

うかという疑問もすこしあり、何とも痛しかゆしの部分もあります。その辺も含めて何か

いいご提案をこれからもいただけると大変ありがたいなと思っています。私からは以上で

す。 

【近藤議長】  ご意見として受け取らせていただいてよろしいですね。 
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 押尾委員、いかがですか。 

【押尾委員】  無責任なことを言えば、インターネットの検索システムがどれだけ子供

たちに合うのかなというのがすごく興味があります。グーグルの検索をしたり、ビーイン

グの検索をすれば、そのものずばりがスパッと出てくる時代じゃないですか。ただ、即時

性はあるけれども、信頼性はどこまでかなと。それを担保するために都立図書館のシステ

ムに当たりなさいというようなことが言えると、また違うのが出てくる。だけれども、出

てきたとき、ただ本だったら、これまた子供たちがすぐすんなりと本を借りるかどうかと

いう問題が出てきてしまうので、さらにそこから子供たちの興味を引くような検索を考え

ていかなきゃいけないのかなと。それを僕たちがアイデアを出していかなきゃいけないの

かなと思いますね。だから、即時性は即時性で使える検索は重要だと思うけれども、それ

を担保する重要な本を当たれる検索がうまくできるシステムもあったほうがいいなという

のは印象として持っています。 

 都立図書館以外に、学校ではとにかく本が好きになってもらいたいので、うちの学校は

図書館だけに本があるという状態ではなくて、廊下だったり、教室の隅だったり、ありと

あらゆるところに本が置いてあって、いつでも本がさわれるようになっているんですね。

もちろん皆さん、スマートフォンを持っている時代であると同時に、すぐそばに本がある

という環境をどこかでつくっていかないと、本がどんどん離れていってしまうかなという

気はしています。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

【梨屋委員】  研修のことでちょっと確認したいのですが、学校の教員向けに研修をす

る場合も、司書教諭向けなのか。例えば図書館部会というのが学校の中にあると思うんで

すけれども、図書館部会のメンバーなのか、あとは国語科の先生なのか、学校図書館司書

なのか、それによっても全く観点が違ってくると思いますので、誰に向けた研修なのかと

いうのは最初からはっきり明確にして行うようにしてもらいたいと思います。 

 例えば図書館関係のイベントでも、学校図書館の人と公立図書館の人がいると、かなり

食い違った意見が出てきて、うまく意思の疎通ができない場合があります。多分学校の中

の先生方でも、立場によっては随分権限も変わってくると思いますので、ここははっきり

最初から明確にしてほしいと思います。それから、読者に向けて何か、中高生に向けての

研修で、例えば本の紹介の仕方などもできるかと思います。 
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 それから、先ほどお話が出ていたことですけれども、調べ学習というのは、どういう本

を調べたらいいのかをまず教えてあげないと、調べたい本を探す方法がわからないと行き

当たらないと思います。図書館はちゃんと分類されているんだよというあたりからも、調

べたいものが「この本です」とパッと出てくるシステムだったら調べ学習じゃないような

気がするので、まずどの本を当たるかということ、そこからなのではないかなと考えてい

ます。以上です。 

【近藤議長】  東京都も区市町村もそうですけれども、各教科ごとに研究会という組織

をつくっておりますね。区や市では何か自主的な先生たちの研究会がありますね。区教研

とか市教研。その中には、図書館に関しては何かあるのでしょうか。 

【小池委員】  教科というより、特別活動の中で生徒会活動とかいろいろありまして、

その中で図書館のそういう活動もあると思います。 

【梨屋委員】  私は世田谷区なので、世田谷区のことは少しわかるんですけれども、世

田谷区の場合、各中学校の図書館担当、図書委員担当になるんでしょうか、そういう先生

が集まって図書館部会というのを持っているんです。それは、その学校ごとに担当になっ

た先生がいらっしゃるので、国語の先生だったり、社会の先生だったり、余り本を読まな

い先生も入ってくる場合があるので、そういう人に向けての研修をする場合と、あと司書

教諭として司書教諭の資格を持って取り組んでいる方への研修を同じ場所で一緒にやって

しまうと、かなりできることが違ってくると思うので、誰に向けてのどういう研修かを最

初からはっきり考えて取り組んでほしいなということです。 

【近藤議長】  それでは、ほかに。 

【岩崎委員】  子供の読書活動の推進に向けては、共通の問題意識のもと、多様な関係

者がそれぞれの立場から提言を出しております。そのため、先ほども申し上げましたが、

この協議会での議論は、都立図書館の役割に限定して行うべきであり、その際、何が都立

図書館の強みであり、突出する機能なのかを明確にすることが重要かと思います。 

子供にとっては、近隣の公共図書館や、学校図書館で本を手にとるのが一番身近なことで

あり、本質的には、現場の先生方の努力によって読書活動の推進が行われることになるか

と思われます。そうしますと、距離的に遠い都立図書館、ましてや都に２つしかない図書

館の意味や役割は何か、ということを厳格に突き詰めて議論することが必要になります。 

 都立図書館の特徴、いわゆる強みは、研究図書館として研究に資する良質の蔵書があり、

すぐれたスタッフがいることにあります。先ほどのご説明では、レファレンス、協力貸出、
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研修等は当然のこととしてとのことですが、この「当然」と言われることが、より深く体

系的に行われるべきであり、また、優秀なスタッフの活用という意味では、レファレンス

機能の充実・強化とその提供が、子供の読書推進の目的のもと検討されるべきかと思いま

す。例えば、ターゲットは都立・私立の高校生とし、それらの学校図書館を介したレファ

レンス、あるいは協力貸出を重点的に実施するということも有益かと思います。 

 研修に関しては、機会を見つけて教育長に対する研修に関わることも一考かもしれませ

ん。教育長の意識が高ければ、自治体内の小・中学校の学校図書館の充実や公共図書館を

視野にいれた都立図書館との連携が可能になります。教育長が一堂に会する研修の場で、

先進事例と思われる自治体の教育長にお話いただくことや、都立図書館が果たすべき役割、

都の教育庁の支援などをご説明されることで、啓発される自治体の教育長も多くいらっし

ゃるかと思われます。また、公共図書館の担当者の研修、あるいは学校図書館司書の研修

を企画することは、インフォーマルなチャンネルづくりの場を提供するという点で非常に

意義があると思います。そのような場があれば、都立図書館が作成された「羅針盤」など

を、子供の読書推進のキーとなる担当者に、目的を的確に伝えて手渡すことも可能になり

ます。そういうチャンネルづくりに特化するなど、都立図書館の存在意義を定義し直し、

都立図書館だけが行いうる子供の読書活動推進へのスリムな方針を明確にするのがよいの

ではないかと思っております。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 お時間のほうも約束の時間が過ぎてきたんですけれども、全体として何かございますで

しょうか。 

 それでは、岸田副議長にコメントをいただければと思いますが。 

【岸田副議長】  資料４に関しましては、非常にきれいに枠組みとしてまとまっていて、

今後、提言のとりまとめがしやすいのではないかと思います。 

 それで、先ほど広報、ＰＲは確認させていただきましたけれども、これまでの議論の中

で幾つか漏れているかなと思うのは、１つが電子書籍で、これはどこまで提言で書き込め

るかどうかわからないんですけれども、冒頭で館長がおっしゃったように、中長期という

視点に立てば、何か要るのかなという気はします。あとはほぼ網羅しているというか、枠

組みとしてこれでいいのではないかと考えているところです。 

 あと、現在の学校支援ページですとか、ブックリストについてお尋ねしたんですけれど

も、今、岩崎委員からもありましたが、現状の都立図書館のサービスを踏まえて、余り突
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拍子もない提言をしてもしようがないわけですので、地に足のついた提言をしていく必要

があるのではないかと思うとともに、前に１回、平成１５年でしたか、似たような提言が

出ているので、そことの差分をどう考えるかというのが課題かなと思います。以上です。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 それでは、次の議題に移らせていただいてよろしいですか。 

 それでは、最後に、４点目の議事になりますが、「第２６期都立図書館協議会作業部会に

ついて」、事務局からご説明をお願いいたします。 

【企画経営課長】  資料５をごらんください。 

 今後、提言をまとめるための作業部会を設置したいと考えております。資料５の「作業

部会委員名簿（案）」に示しましたとおり、ご提案したいと思っております。 

 作業部会委員には、岸田委員、野末委員、岩崎委員、齊藤委員にお願いしたいと考えて

おります。事前にそれぞれの委員の方には内諾はいただいております。 

 それから、先に１点ご報告なのですが、東京都の第三次子供読書活動推進計画の検討委

員に岸田副議長と岩崎委員が就任されましたので、この場でご報告させていただきます。 

 説明は以上です。 

【近藤議長】  ありがとうございました。 

 ただいま事務局から作業部会の委員のご提案がありましたが、いかがでしょうか。よろ

しいですか。 

 ということでございますので、作業部会の方々、またひとつよろしくお願いしたいと思

っております。 

 それでは、本日の協議はすべて終了いたしました。 

 司会を事務局のほうに移したいと思っております。よろしくお願いします。 

【企画経営課長】  近藤議長を初め委員の皆様、本日はありがとうございました。 

 参考資料２をお付けしましたが、今後の検討スケジュールということで、次の第６回に

つきましては現在のところ８月下旬から９月初旬で考えております。また日程の調整等を

させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それと、今ご承認いただきました作業部会につきましては、参考資料２の真ん中ほどの

右のほうに「専門部会」と書かせていただいていて、３回ほど部会を開く予定になってお

ります。これが作業部会に当たります。第６回の協議を終えたあたりから実際の作業に入

っていただこうかと現在のところ考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 
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 ありがとうございました。以上でございます。お疲れさまでございました。 

午後４時５５分閉会 


